
【様式2：建物被災状況チェックシート】

　※応急危険度判定調査の前に、施設の安全性を概略チェックする。

○安全点検の方法
　　ア　日常の安全点検表を基準にして行うが、状況によっては新たな点検項目を作り、安全点検
　　　表に点検結果を記入する。
　　イ　結果の判定はA、B、Cで行う。（Aは良好、Bは施設内の管理活動で措置可能、Cは施設内
　　　の管理活動で措置不可能）
　　ウ　点検実施にあたっては形式に流されることなく被害状況を考慮し、子供の目線で見たり、
　　　薬品が漏れていないかなどを具体的に見る。

避難所（学校の例）

当該施設 区　　分
評　価

（A・B・C）
確認事項

天井の破損

床の破損

腰板の破損

窓枠の破損

出入口のドア

教室 ロッカー、机、椅子、教卓、黒
板、テレビ、戸棚、スピーカ、
傘立て、靴箱

転倒したり、移動したりしてい
ないか。

防火シャッター

非常階段

注：校長室、職員室のほか理科準備室、保健室などは、施設管理者が立会いのもと行うものとする。

その他 備品類他 転倒したり、移動したりしてい
ないか。

プール シャワー、浄化消毒装置、排水
口

亀裂があるか。水漏れがある
か。水道管が破損していない
か。

校庭 体育固定施設、遊具施設 転倒したり、移動したりしてい
ないか。ぐらつきがあるか。亀
裂があるか。ゆがみがあるか。
曲がっていないか。

階段 通れるか。閉まっていないか。

手洗場、便所 水道 水道管が破損していないか。水
漏れがないか。

校舎内 亀裂があるか。壁が落ちている
か。ゆがみがあるか。

教室、廊下 窓ガラスの破損 破損はどこか。飛散したりして
ないか。
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